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 組合員数 出資口数 出資金総額(千円) 

2009 年度末 567 4,066 20,330 

8 月末現在 610 4,710 23,550 

増 減 43 644 3,220 
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ささえあいコミュニティ生活協同組合新潟 

●特集① Ệ ( ʤῇ) ḵ 
今年 8 月 5 日、ようやく新潟市からの内示があった。「あわやま・きたかみ・ 

わりの」に続く 4 号店実現へ。設立の契機やこれまでの苦労、これからの 

課題にせまります。 

●特集②  ḵ 
「ひきこもり」から「ささえ愛あわやま」への勤務を経て、この７月から「さ

さえ愛わりの」管理者へ。全国 70 万人(といわれる)、ひきこもり青年希望の星！ 

●特集③ ḵ 
幼児から高齢者までの諸施設とバイキングレストランまで含めた「総合福祉

タウン」構想は、皆の度肝を抜いた。さて、それは óホラ話ó なのか、はた

また現実味を帯びたものなのか!? 

「2025 年問題」をご存知でしょうか？ いわゆる団塊世代がすべて 75 歳以上の後期高齢者とな
る 2025 年～その超々高齢社会の深刻な(?)予測に基づき今から対策を講じるべきだ、と「社会保障
国民会議」報告書(2008 年 11 月)に書かれています。これから 15 年間で高齢者人口は 1000 万
人増加し、それに伴い介護従事者は新たに 100～140 万人も必要になるという。 
ですから福祉(医療)事業は、質・量ともますます充実していくよう求められており、創立５周年を

迎える当生協として今後の５年･10 年の計画(目標)を立案し実行してゆきたいと思います。 
(高見優・専務理事) 

ささえあい生協の３事業「福祉」「仕事おこし」「いきがい」。 なかでも「福祉事業」は、 

今、大きな可能性を広げています。今回、それを象徴する皆さん方にインタビューしました。 
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ささえ愛下山 インタビュー(9 月 4 日) 

 

 ささえ愛下山準備会 4 人衆(ささえ愛下山)に聞く！ 
下山準備会メンバー 代表 中原ハルミ 

大河内芳子､丸山紀子､畑山京子 

 

来春開業予定の小規模多機能型居宅介護事業所「ささえ愛下山」

立ち上げのために、地域の人達と共に頑張っている下山準備会の

４人に、その想いを聞いてみました。 

 

― まずは代表の中原さんにお伺いします。この地域に小規模 

多機能型居宅介護事業所をつくろうと思ったきっかけを教えてください。 

 

中原「私自身これから歳をとった時？を考えた時、最初はどこかの施設に入るしかないのかなと考え

ていました。でも小規模多機能というのがあるのを知って、その考えをやめたんです(笑)。この地域にい

たい。ずっと自分の家に住んでいたい。それなら元気でいる今、地域のために何ができるのだろう？そ

して将来、年を重ねても、ずっとこの地域で暮らしたい。そういった環境や将来への道を創りたいと思

ったのが、昨年の夏でした。」 

 

― 個人的なきっかけからだったのですね。さてそこで昨年の秋から準備会を発足し、現在４人で活動

されている訳ですが、そのメンバーとのつながりを紹介してください。 

 

中原「畑山さんと、たまたま老後のことで世間話をしていたら「小規模多機能ってあるんですよ。ご

存知ですか？」って言われて「何それ？」というのが始まりです。それから「この地域に作れないかし

ら？」という想いが高まっていったんですけど、二人では心もとないので、大河内さんに声をかけたん

です。大河内さんからは「これから地域活動を積極的にやっていきたい」との思いをお伺いしていまし

たので、これだけ力のある方が一緒なら下山はもっと変われる、という想いでゲットしました(笑)。丸山

さんは民児協で一緒だったし、パソコン教室をやっていたり、最初の候補地がご近所だったこともあり、

絶対に力になって頂けると信じてゲットしました(笑)。畑山さんは福祉住環境コーディネーターの資格も

お持ちで、福祉建物のことをよく知ってるし、身内の介護のことなど、面倒見がいいんです。シャキシ

ャキ動いてくれるし、助かってます(笑)。」 

 

― みなさん、それぞれ特徴があって、いいバランスが取れているんですね。 

 

畑山「そうなんです。皆さん、タダ者じゃない人ばかりで、その４人が集まっているからこそ、パワ

ーが生まれるんです。見た目はまったく普通の人なんですけどね～」 
 

大河内「この話が持ちあがった時も、地域の人達は基本的な考えに賛成してくれました。これは中原

さんがこの地域のボランティアなどで培ってきた結実なんです。そういう地盤が既にできていたのって、

この活動にはものすごく大きかったんですよ。」 
 

丸山「そう、中原さんがこれだけの想いでやるんだから、みんなで協力しようよと。」 

 

－ すごいですね。みなさんのパワーが改めて感じられます。ところで、今までどのように進めてきた

のでしょうか？ 

  

中原「昨年の９月に呼びかけの第一回地域説明会を行いました。その後「ささえ愛あわやま」へ見学

にいって、最初の候補地を見つけた頃に正式に４人で準備会を発足したのが１０月です。それから地域

や行政とのやり取りもふくめ、一歩ずつ準備を進めてきました。」 
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－ その頃から、ささえあい生協とコラボしはじめたんですよね？ 

 

中原「そうなんです。自分たちで福祉の法人格を取得するのは、とても時間がかかるという話を聞い

ていました。ささえあい生協は「ささえ愛あわやま・きたかみ・わりの」で小規模多機能の実績もあり、

ノウハウを持っている団体だな、と思ったんです。」 

 

― そして項調にと思いきや、その後色々ご苦労があったと聞いていますが？ 

 

中原「そうですね。地域の方々とご相談すると、総論賛成・各論反対ということが多くて、皆さん「い

いことですね。がんばって。応援します。でも私の家の前には建てないでくださいね」とか、最初は「Ｏ

Ｋ」だったのに「やっぱりダメよ」とかね。そうやって色々な候補地を探しては、反対意見が何度も続

いて、もう駄目かな…と半ば諦めかけていた頃もありました。 

 

大河内「でも、自治会長さんが応援してくれたり、民生委員の方にも協力して頂いたし、役所の方も

理解を示してくれました。」 

 

中原「そしてこの最終決定地も、地元の方が紹介してくれたんです。だから、今までやってきたこと

は、決して無駄ではなかったとつくづく感じました。だから先月 8 月 5 日に市役所から内示の連絡が

入った時には、本当に、本当にうれしくて、すぐにお世話になった方々へご報告に行ったくらいなんで

す！」 

 

― 諦めなかったことが、地元の方々の気持ちを動かしたんですね。それでは、開業にむけて、また

その先の夢があったら教えてください。 

 

中原「地域一体となれるような、安心して利用できる「ささえ愛下山」を作り上げたいですね。そし

て将来は地域全体の福祉に関わる活動をしていきたいです。やれる範囲でね。」 

 

― 最後に改めて地元地域の方々にひと言コメントがありましたらお願いします。 

 

丸山「高齢者の暮らしを幸せにしたい、ぜひ皆で力を合わせて頑張りましょう。」 

 

大河内「一緒に老後に向かって準備しながら暮らしていこうね。終活です(笑)。」 

 

畑山「私、小規模多機能の言い出しっぺだったので、結構ドキドキしていました。ただ説明会をして

いく度に、今までお付き合いが無かった方からもどんどん声をかけて頂いて、新しいつながりができて

いくのがすごく新鮮でうれしいです。」 

 

中原「そうですね。年齢を越えて、安心した暮らしができるようにしていきたいですね。私、若いお

母さん方には「ぜひ下山に来てね」って言ってます。未来があるっていうのがとっても大事。やっぱり 

多世代との交流がなければ、人はイキイキと生きられないと思います。みん

なで協力しながら住みやすい下山地域を作り上げていきましょう。」 

 

― 市民の声から立ち上がり、今までにない盛り上がりを見せている下山準

備会の皆さんでした。今日はありがとうございました。 

＜2010.9.4  インタビュアー 広報部門 野口＞ 
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 － これまでの「 」への勤務を経て、 

現在『 』の管理者である末武潤一郎さん。 

 

 

彼はひきこもり、  での介護職を経て、今年の

４月から  の管理者として働いている。その彼に管

理者になるまでの過程、そして現在の心境を聞いてみた。 

末武さん(以下 末)は中学一年の冬から学校へは行かず、所謂『ひきこもり』になったという。 

 

－ なぜひきこもりになったんですか。 
 

末「やりたいゲームがあって、それをしたいがために学校へ 2～3 日行かなかったら、行くのが億劫

になって(笑)。ゲームをしては寝ての繰り返しで、ネット廃人みたいになってました。｣ 

 

－ 高校も通信教育を受験したもののほとんど行かなかった為、退学してしまったという。 
 

末「今思うと、わざわざ苦難の道へ進んでいたんだなぁと思います。」 

 

－ そんな彼がなぜ『ささえあい生協』で働くことになったのか。きっかけを聞いてみた。 
 

末「父親が生協立ち上げの一人だったんです。あわやまが任意の事業所として立ち上がった時、ボラ

ンティアとして参加しました。」 

 

－ 自分から参加をしようと思ったんですか？ 
 

末「いいえ。父に言われ参加しました。初めは乗り気ではなかったんです。ボランティア参加の前に

ヘルパー二級は取っていましたし、言われるままやっていました。｣ 

 

－ ヘルパー二級もお父様に言われて？ 
 

末「はい。もう楽な方楽な方へと逃げていたんです。父に言われたことに反発するためのエネルギー

を使いたくなかった。」 

 

－ ２２歳の時。それまではボランティアとして週一回あわやまで働いていた末武さん。あわやまが

任意の事業所から小規模多機能型居宅介護事業所として立ち上がる時、きちんとした『仕事』として

働いてみませんか、と声を掛けられたという。 

 

末「初めはちゃんとした介護職ではなく、宿直要員のバイトとして入り

ました。夜、あわやまに泊まって、夜勤者が仮眠を取ってるときの手伝

いとして入っていたんです。でもそれを二回くらいやったら、常勤に 

なってくれといわれて。色々説得され、やってみるか、となりました。

なったらなったで、なんとかなるもんですね(笑)。」 

 

－ ボランティアの人たちが辞めて行き、介護福祉士やリーダー業務をし

ていた方々がどんどん辞めていってしまい、経験もない下っ端だったは

ずの自分が 1 年後にはいつのまにか中堅どこになっていたという。 
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末「人がいないから結局自分もリーダー業務をやることになって。(平成)20 年頃にはあわやまに事務で

入っていた方の引き継ぎをして、その方の替わりにほぼ事務全般を僕がやるようになりました。介護職

しながらの兼務、という形ですね。」 

 

－ 事務や事業所の財布の管理をしていると色々見えてくるようになり、少しづつ口を出すようになっ

た、という。 
 
末｢自分がやらなければその日その日の仕事が増えていく。それが嫌でめんどくさくて(笑)。自分で動く

ようになりました。｣ 

 

－ 介護職兼事務としてあわやまで働いていた末武さん。大変な業務だったにも関わらず、一度も休まな

かった理由とは。 
 
末｢ひきこもりのころの逃げ癖がついていたんでしょうかね。休むための電話が面倒くさかったんです。

辞めるのも面倒くさかった(笑)。｣ 

 

－ ちょうど末武さんが結婚したのもこの頃だ。以前あわやまで働いていた 13 歳年上の女性と 20 年

11 月にめでたくゴールインを迎えた。 
 
末「神保さん(管理者)とも、星野さん(ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ)とも知り合いの方だったので、初めはどう接していい

かわからなかったんですが(笑)。」 

 

－ いつの間にか彼女のもとに転がり込むように同棲を始め、21 年 10 月には可愛い女の子にも恵まれ

た。そんな幸せいっぱいの末武さんのもとに、22 年、管理者としての話が舞い込んできた。わりのか『下

山』、もしくはあわやまで、神保さんのあとを継ぐかの選択だった。 
 
末｢正直、迷いました｣ 

 

－ 色々悩んだ末、下山で一からよりは、知っている人もいるわりの

でやろうと決心した、という。 
 
末｢あわやまでの最初の管理者がワンマンだった為、言われた事をや

るだけだったので楽だった。今は自分が一番上という立場。迷いもあ

ります｣ 

 

－ 一番上の『管理者』という立場に着いて悩みもある、という末武

さん。それでも今現在『わりの』の管理者に着いて良かった面も多く

ある、と話す。 
 
末｢自分のキャパシティを広げるという面では、あわやまに居たまま

よりは良かったのでは、と思います。今は自分も成長できてるんじゃ

ないかな」 

 

－ あわやまでは職員とも中々打ち解けれず､対人関係において苦手意識が強かったが､今現在管理者

という立場に着いてみてようやく人とのコミュニケーションが取れてきてるのを自分でも感じるとい

う。 
 
末「今でも人と話すのは苦手です。介護職を離れて事務仕事(管理者)だけになったのにも、少し思うとこ

ろもあります。それでも…」 
 

－ わりのに来て良かった、とお子さんの写真を見せながら答える末武さんの笑顔がとても印象的だっ

た。 

＜インタビュアー：橋本＠ささえ愛わりの＞ 
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－ お久しぶりです。今村さんは、小規模多機能ホーム第 2 号店 
「ささえ愛きたかみ」の開設の文字通り、立役者でした。 

いえいえ、そんなことは。 

－ その当時、生協は「あわやま」(1 号店)設立までは可能でも、 
次の事業所は丌可能と、誰もが思っていました。「きたかみ」開設は、 
組合員に勇気と自信を不え、今日の生協の土台を作った、と言って 
も過言ではありません。 

実は、私の「ホラ話」のせいで(笑)。 

 － ハイ？「ホラ話」ですか？？ 

―生協設立当時、私は、勤務する医院の「女子職員寮」(廃屋同然です)を「認知症対応のグループ

ホーム」に改変できたらいいなあ、とか言ってました。なぜなら、私は精神科医ですが、認知症患

者が実に多い。その方たちのケアは病院と家族だけではできない。日常生活を世話するグループホ

ームが欲しいと思ったわけです。 

 － それが「ホラ話」ですか(笑)？ 「きたかみ」と、どうつながりますか？ 

ええ、そこなんです。「ささえ愛あわやま」の介護の話を詳しく聞いて、これだと思いました。小

規模多機能介護の優位性・有効性を確信しました。そこで、あわやまのような所を「作りたい」と、

患者さんたちに話しました。私自身も、いい場所はないか、スタッフはいないか、と奔走しました。

そうしましたら、患者さんのお一人が、「きたかみ」に、いい場所(民家)を紹介してくださったので

す。その大家さんも良い方で、なんと、正式契約までの「仮契約期間」は無料でよい、と仰って下

さったのです。当時、お金はゼロに等しいですから、これは実に有難かったです。スタッフも、た

とえば、Ａさんは、独自に望ましい介護をめざして地域で奮闘されていましたが、限界を感じてお

られ、「ささえ愛きたかみ」に切り替え、そのケアマネさんになっていただいたのです。本当に、い

ろいろな「縁」が重なって「きたかみ」創設に結びつきました。 

 

 －  なるほど。さて本題に入らせて頂きますが、5 月 23 日総代会の「福祉タウン」構想は感動しま

した。「“夢の”福祉タウン」と形容させて頂きました。 

 

実は、これも「縁」というしかない、と感じています。 

 － ？ 今村さんのお話はサプライズが多い(笑)。どういうことでしょう？ 

＜聞き手 編集部＞ 

若井 浩 

熱弁ふるう今村達弥さん 
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さきほど申し上げた廃屋同然の女子寮が建っている敷地は 900 坪あります。この敷地を利用すれ

ば、医療を中心にいろいろな福祉施設と介護が可能だなぁ、と「ホラ話」を夢想していました。 

 － 確かに 900 坪もあれば、いろんなことを考えるのは可能ですが。 

ところが、各地で小規模多機能事業を展開している有力者が、その敷地を買い取ったのです。もち

ろん、その敷地を利用して介護事業開始ということでしょうね。 

 － エー!? 資金力のあるところにはかなわない、ということですか。 

いえ、そこが「縁」と申し上げた所以です。買い取った企業の皆さんと私は面識があったので、す

ぐにお話に行きました。これだけの敷地があれば、私はこんな福祉タウンを創りたいと「夢」を申し

上げました。 

 － おお、なんと！それでその結果は!? 

とってもありがたいことに、設立は受け持つ、運営は今村及びささえあい生協に委ねる(ただし、賃

貸)、とのお話を頂きました。 

 － 絶句…。う～ん、またまたサプライズですね！ 

私は精神科医ですが、実は死と最も向き合う立場です。それだけに人の 

生と死について真剣に考えざるを得ません。そこで、子どもには例えば①児 

童養育施設、高齢者の皆さんには②高齢者用住宅・③グループホーム 

④小規模などを用意し、⑤バイキングレストランを中核に(「食」は大事 

です。地産地消で働く人も地元の人で)、⑥診療所が健康と精神の安全弁 

(医者がそばにいると安心でしょう)になる。このような総合的な福祉タウン 

構想をお話し、ご理解を頂きました。 

－ なるほど！いわば人の「ゆりかごから墓場まで」を想定した試みですか。 

できるだけ、そうしたものに近づけたいとは思っています。 

 － すごい構想ですが、今村さんは、現在の職と兼務ですか？ 奥様は何と仰っておられますか？ 

兼務はしません。きっぱりと、この構想の医師専業でいきます。奥さんはもちろん反対しました。

当然だと思います。誰だって安定を望みます。しかし、きちんと話し合えばお互いに了承できるので

は…今は多分 OK かな(笑)。 

 － ありがとうございました。ぜひとも「ó夢のó総合福祉タウン」実現を！ 

今村 達弥さん の プロフィール 

Õ 福岡県出身。46 歳。 

Õ 新津信愛病院精神科医師。 

Õ ささえあい生協発足時からの理事(研修・

福祉事業担当)。小規模多機能型居宅介護

事業所(第 2 号店)「ささえ愛きたかみ」は、 

氏なくしてはできなかった。 

Õ 現在、新潟市秋葉区在住。奥さんと 5 人

のお子さんと 7 人家族。 

˹

ǜ
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超多忙。インタビュー 
中にも携帯が鳴る! 
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◇ ささえあい生協の第２回理事会が 8 月 21 日(土)、 

本部「葡萄の木」にて開催されました。 

出席者は黒岩理事長をはじめ、14 名の理事・監事 

(欠席者 3 名)。 

◇ 議題は、第１号議案 9 件、第 2 号議案 3 件、第 3 号議案 1 件、第 4 号議案 3 件、 

第 5 号議案 5 件、第 6 号議案 1 件。 

編集部では、今回これらの案件の中から「ささえ愛下山」「ささえ愛あわやま」について報告します。 

その運営資金の調達は､ささえあい生協への出資(一口 5,000 円)､及び､地元下山地区を中心 

とした「ささえ愛下山協力金」(一口 2 万円・ないしは一口 10 万円)を呼びかけています。 

さて、そこで最も問題なのが「当座の運営資金」。新築が可能なのは、市および国が面倒をみてく

れるからです。新築貹用や内部設備のクーラー等も出してもらえます。しかし、働く職員の給不な

どの補助は最大 210 万円までしかありません。 

210 万円全額補助が出ても、運転資金としては全く足りません。「下山」は 600 万円が必要と見

込みんでいます。 

Ợ 本号特集①でも紹介されているように「ささえ愛下山」が、この 8 月に国･市の補助金交付 

内定通知を受け、正式に始動することになった。 

Ợ 設置者は「ささえあい生協」、設置場所は新潟市太平 4 丁目(借地)136 坪。 

施設は木造 2 階建で新築(延床面積 62 坪)｡(スプリンクラーも設置) 

Ợ 利用者定員は 25 名、通い 15 人、泊まり 9 人の予定。 

Ợ スタッフは管理者 1 名、ケアマネ 1 名、介護職員等総勢 20 名程。 
関係各位は内示を受け、地域説明会を 8 月(第 3 回)、9 月(第 4 回) 

2 回開催し、精力的に活動しています。 

事業所の設計、業者選定、工事の段取りをはじめ、設備、備品、事業所としての業務準備、ス

タッフ募集、労働契約、保険関係、給不･勤務等、ありとあらゆるお仕事がどっと、押し寄せてき

ますが、それらを乗り越え、来年 4 月にオープン！プレオープンは、来春の弥生 3 月。 
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それだけではありません。第 2 回理事会は、「下山」の当座経貹 600 万円のほかに、 

「あわやま」移転改築貹 1,200 万円の支出を議決しました。 

敷地 150 坪二階建ての家屋を、改造 OK、家賃 1 万 5000 円で OK、という方が「ささえ愛あ

わやま」のすぐ近くに現れました(ただし今後の 10 年間のみ。その後の家賃は応相談)。 

小規模多機能型居宅介護事業所「ささえ愛あわやま」はささえあい生協の最初の事業所として誕

生しました。一般民家を借りる形で家賃 8 万円。 

当初の宿泊利用定員は 5 名だけ。狭いトイレに一畳ほどの風呂も、あえて気にはしなかったが、

25 名におよぶ昨今、その労苦は想像するだけでも大変です。 
(過日某所より、「あわやま」の介護状況の調査があった。いわく「こんな狭いトイレと風呂で…第一、ご利

用者様のプライバシーも守れないじゃないですか」だったそうです) 

正確には「下山」当座経貹 600 万円は、この理事会の議決事頄ではない。「下山」は市・国から

開設の整備貹の補助を受ける事業所ですから、何としてもスタートさせなければなりません。(承認

事頄です) 

他方、今回の理事会に提出された「ささえ愛あわやま」の移転計画、および、その必要経貹 1,200

万円は、今、この時期、その必要性があるのでしょうか。 

これを機会に移転を決意。さて 1,200 万円の捻出について以下の通り理事会で議決しました。 

①金融機関から 700 万円の借り入れ。(返済期間 7 年･新潟県信用保証協会の保証付き融資） 

  ②出資金および組合債募集計画 

    ア あわやま職員       50 万円 

    イ あわやま利用者・家族  40 万円 

    ウ 地域組合員       110 万円 

    エ 組合債 100 万円×2  200 万円 

    オ 同   50 万円×2  100 万円 

              合計  500 万円 
①＋②合計 1,200 万円｡とりあえず 

改築工事着工貹 300 万円は支払済。 
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高齢者の所在丌明問題に関連して 

 

＊高齢の所在丌明者続々と発見 

東京都足立区で都内男子の最高齢とされていた 111 歳のお年寄りが、白骨化した状態で発見されま

した。30 年以上前に亡くなっていたとのことです。その後、100 歳以上のお年寄りの所在丌明が相次

いで報道されています。この問題の背景に何があるのでしょうか。 

戸籍制度や住民登録制度の限界や欠陥もあります。いわゆる縦割り行政の弊害など、改善すべき点も

多々あります。しかし、問題の本質はもっと別のところにあると私たちは考えています。高齢者が孤立

する社会、高齢者に無関心な社会が到来しているという現実です。 

 

＊日本は長寿社会か、単なる長命社会か？ 

高齢者人口は 2900 万人を超え、国民の 4 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者という時代が目の前に来

ています。しかも、平均寿命は女性が 86 歳、男性 79 歳という世界にも稀な誰もが長寿を全うできる

大衆長寿社会となっています。 

しかし、長寿が本当に喜べる社会となっているのでしょうか。昭和 38 年にできた老人福祉法には「老

人は、多年にわたり社会の発展に寄不してきた者として、かつ、豊富な知識と経験を有する者として敬

愛される」とあります。しかし、経済優先社会の中で、高齢者は「敬愛される」存在ではなく、忌避さ

れ、無視される存在となってきたのではないでしょうか。こうした経済優先社会により、地域社会の中

のみならず、家族の中でも居場所を失っている高齢者が増えています。そうした環境が、今回の所在丌

明高齢者の背景に潜んでいます。 

 

＊貧困・介護・年金問題 

貧困や介護という問題も影を落としています。親の年金を頼りに生きる子どもたちの存在や、親の介

護で仕事を辞めざるを得なかった為の悲劇もありました。事件は、氷山の一角でしょう。介護のために

仕事を転職・離職した人の数は年間 15 万人もいます。仕事がなくて、親の資力に頼る子どもたちの数

はもっと多いでしょう。適切な仕事や社会保障がなければ、今後も悲劇は続くかもしれません。 

 

＊私たち高齢協は行動する！ 

私たち高齢協は、ひとりぼっちの高齢者をなくそうと活動している協同組合です。65 歳を過ぎても

元気な高齢者は沢山います。超高齢社会の中では、高齢者自身が、自ら活躍の場をつくり、役割をみつ

け、その担い手になることが求められていると考えています。そして「支えられる存在ではなく、社会

を支える存在へ」をスローガンに、地域の中に高齢者の居場所や相談できる場所(地域福祉事業所)をつ

くり、「仕事・福祉・生きがい」づくりに取り組んでいます。 

今回の高齢者の所在丌明問題は、私たち高齢協の社会的価値に関わる問題だと認識しています。私た

ち高齢協の組合員は勿論、広く地域社会で関心を持っていらっしゃる方々へ、ひとりぼっちの高齢者を

なくし、高齢者が敬愛される社会をつくる為に、何が今できるのか、一緒に考え、行動することを訴え

たいと思います。                        2010 年 9 月 10 日 第 2 回理事会 

日本高齢者生活協同組合連合会 

東京都豊島区池袋 3-1-2 

TEL: 03-6907-8043 FAX: 03-6907-8041 
 
＜コメント＞ 
 上記のアピールは、当生協が加盟している日本高齢者生活協同組合連合会の理事会で採択されたものです。
私たちとしても、この問題をまず職場の仲間や組合員同士で話し合い、さらに利用者・家族や地域の方と一緒
に考え・できることを探し出したいと考えています。 
 また、10～12 月の３か月間を「組合員拡大＆組織強化月間」としますので、思い切って地域に出て孤立し
ている高齢者などに呼びかけて行こうではありませんか？    (高見優･専務理事､日本高齢協連合会常任理事) 



 11 

ҲḸף Ѽֵ ̊  
6/18 ̝Ḹ 16ֵ / ₉ ̝  
6/19 ῎ ( ˗ ˗) 
6/21 Ỗᴣ̝ /ʤῇ ρ̝( ֥) 

Ӳֿ ρ̝( ) 
6/24 ᾛ ˗ Ӳ ̝☻ᴣ̝ 

ֻֿ̝ ( ῎) 
6/25 ( ˗)/ҥ ̝ 

ᴣ̝ ( ᵂ / ᾐҵ) 
6/26 ῑ Ӳ ̝̈( ֻ̝₡̑ ˗: ᾐҵ) 
6/27 ὟḜ Ӳ ̝̈( ֻ̝₡̑ ˗: ᾐҵ) 
6/28 Ỗᴣ̝ / ᵣ̝  
7/01 ֻ̝₡̑ ˗̝ ( ) 
7/02 ˗ҵᾯ̝ / ᴣʺ̑ ʹ̝ 
7/04 2010₴᷀ὁ in ♥  
7/08 Ӳֿ ʫ ˲̝( ) 
7/09 Ӳ ֻ̝ ˗̝ ( ) 
7/12 7 ᵣ̝ / ᵣ̝  
7/21 ̯ ֻ ( ͪ ֥) 
7/25 ˘ᶥ ẃ  
7/27 ᵣ̝  
7/28 Ṳ ӧ  
˗₴ק5 7/29 ⅎḸỖᴣ̝ 
7/30 6ֵ 
8/01 Ὗ ἧ  
8/02 Ӳֿ ʫ ˲̝( )  

JA ʴẔ̝ ₡ҵ ˗їₐ Ӳ ᶧ̱ ὑ 
8/03 ˗ҵᾯ̝  
8/05 ʤῇ Ҟ ⁸ К  
8/06 ᴣ ʹ : ˗ ► ӓẎ̸  
8/09 ᵣ̝  
8/11 8 ᵣ̝   

Ỗᴣ̝ (˹ Ў₮ ) 
8/12 ʤῇỖᴣ̝( ͪ ֥̀) 
8/13 ֻ (˹ ᾛ ) 
8/20  Ӳ ֻ̝ ͬ ̝  

( ⁸/ ᾛ ) 
8/21 ˗̝  
8/24 ʤῇỖᴣ̝ ᵣᵂ ( ρ̝ 3˲+ ֥ Έ) 
8/27 ˽ ἶ̝( 29) 

Ӳ ֻ̝₡̑ ˗̝ ( ) 
8/28 Ӳ ֻ̝ ↔(ῬΈ)  
8/29 ʤῇ᷂Ḣ ̝(9/4 ) 
8/30 Ṳ / Ӳֿ ʫ ˲̝ 

ᵣ̝  
9/01˗ҵᾯ̝ /⁵ ӣ ү▌̝ 
˗₴ק 9/02 ὕ Ỗᴣ̝ ⅎḸ̝ /ʤῇỖᴣ̝ 
9/03 ᴣ ʹ  
9/05 Ӳֿ ἶ  (қ֓׀70)̝
9/09 Ӳ ֻ̝ ₡̑ ˗̝ ( ) 
9/10 Ӳ ֻ̝ ˗̝ ( ) 
9/11 Ӳ ֻ̝ 
ᾐҵ ˗ҵᾯ ̝ ( Έ Ў₮) 

9/13 ʹ̝/ ˲♥ ̝/ ᵣ̝  

新発田公募、惜しくも次点 
★新発田市が公募していた小規模多機能事業所は、

ささえあい生協は次点で選定されなかった。総合評点は

600 点満点で492 点。合格した業者は499 点。7 点

差に泣いた。(7 月 23 日) 
 

第 21回新潟県生協連平和集会 
★広島原爆投下 65 周年の本年8 月 6 日、核廃絶

と、戦争反対の集会が、県下の生協組合員600 人が

集って開かれた(万代市民会館)｡猛暑の中、さすがにデ

モ行進は200 名に減。ささえあい生協からは､栃倉幸一

理事が参加。 
 

「協同労働の可能性」新潟集会 
★9 月 5 日、ささえあい生協も掲げる「協同労働」をめぐ

る新潟集会があった。高見優専務理事もささえあい生

協を代表しパネラーの一員として発言した。 
 

小規模多機能 3事業所の 
経営実態オープン化へ！ 

★いよいよ、「協同労働」の現実が始まる。「あわやま・き

たかみ・わりの」3 事業所の経営実態を明らかにした上

で、労働者は経営者でもあるから(これが協同労働の本

質)、より望ましいあり方を皆で英知を寄せ集めて、ともに

考え･悩み･進んで行きましょう｡経営実態をよく知り､全

組合員経営でよい仕事を目指します。 
(8 ・21 理事会議案から) 

 

ささえあい生協顧問に小野守通氏 
★新たな顧問に小野守通氏を理事会で選任。氏は、

学生時代は「闘士」で鳴らしたとか。今号特集③の今村

理事の福祉タウン構想に共鳴、全面支援。無類の経

済、政治通で元広告代理店取締役。 
(8/21 理事会決議) 

生協 甲子園！ 
★生協運動を甲子園にたとえてみると、わがささえあい
生協は、全国的にはまだまだである。トップは福岡(九
州)、近県では岩手が5 位。新潟は、事業高 2,3 億円
に比べ、組合員数が特に少ない。ちなみに、福岡は事
業高 9,6 億円、組合員数5,066 名、岩手は事業高
3,6 億円、組合員数1,581 名。 

 

ささえあい生協 

「5 周年事業」実行委員会を結成 
★女性 4 名、男性3 名で、老・壮・青の比率は２; ２;

３。これはまこと理想的だ、中身より「かたち」が大事だと

実行委員長が言っているらしい。 

第 2回ささえあい夏祭り開催！ 
★7 月 25 日、本部「葡萄の木」駐車場で開催。 

今回は黒岩理事長も参加、冒頭の挨拶を頂いた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お祭の模様等、詳細は同封の「ひと人ネットワーク 

からのお知らせ」をご覧下さい。 
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今なぜ協同労働か」、新任職員挨拶、新組合員ｱﾝｹｰﾄ、
大阪報告等は都合により次号以下にさせて頂きます。 

次号から季刊から隔月刊になります｡2 ヶ月に1 回
発行です｡余計な郵便物が増えた､という苦情が来
ないよう祈っています(呪っていません 若井 浩) 

編集 
後記 

18 時を回ると､どっぷり日が
暮れてすっかり秋ですネ～｡
あッという間に恐怖の冬がや
って来る…猛暑恋し(ﾏｻﾐ) 

出来れば「夏眠」したいような暑い暑い夏でした｡よく歩
いておられる方が､「タクシーばかり乗っています｡」といわ
れていましたので､タクシーの運転手さんにお客さんが多
いのではと言ったら､「それ以前に皆さん外に出ません
よ!」というお話でした｡涼しくなってほっとしましたね｡(本) 

● 次号 18 号～11 月中旬発行予定 
 特集 ささえあい生協「仕事おこし事業」～  

①ささえ愛弁当・亀田 
②三条ｻﾎﾟｽﾃ･長岡ｻﾎﾟｾﾝ事業は何をめざすか 
③きまま舎の事業の今 

● 次々号 19 号～2 月中旬発行予定 
 特集 あなたにとって｢生きがい｣とは何ですか 

ご好評にお応えして、東京より三笑亭夢吉さん(新発田市ご出身)をお迎えし、 

「落語と民謡を楽しむ会」を開催予定です。お誘い合わせのうえ、ご参加下さい!! 

日時：2010 年 9 月 25 日(土) 開場 14:00/開演 14:30/終演 16:00 予定 

会場：ｺﾐｭﾆﾃｨｻﾛﾝ葡萄の木  会貹：お一人様 1,000 円 

出演：民謡(踊り)～朱輝の会/吉田国子さん 他、 落語～ささえあい生協組合員/清水勝さん 

   落語～二つ目/三笑亭夢吉さん(東京より)      ※ 同封チラシもぜひご覧下さい。 
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